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司法統計や様々な調査から，我が国には依存性の高い薬物の使用者が継続的に多く存在
することがわかっている．そのような状況において，薬物依存者に対する介入のあり方が社
会的課題となり，検討されつつある．しかし、薬物依存からの「回復」の全体像や固有性が
明らかにされているとは言えない．その上で，本論の目的は薬物依存からの「回復」につい
て，薬物依存者のためのリハビリテーションを行う民間施設であるダルク（DARC：Drug 
Addiction Rehabilitation Center）でのフィールドワークを通じて，社会学的に考察するこ
とにある． 
なお、本論は薬物に関する社会問題（以降、薬物問題）をめぐる社会学的研究として位置
づけられる．薬物問題の社会学の対象は大まかに言えば，薬物使用者（およびその周辺の人
物）と薬物使用をめぐる社会統制があり，本論は前者に位置付くものである．使用者を対象
とした薬物問題の社会学も〈使う－止める〉と〈原因－プロセス〉という軸をもとに 4象限
に分類できる．本論は〈止める‐プロセス〉に焦点を置いた薬物問題の社会学として位置づ
けられる． 
 
図：薬物使用をめぐる社会学の構成図 
 
 
 
 
 
 
序章 本稿の問題関心  
 日本の薬物問題の現状について，先行調査や各種統計および施策の変遷を確認した上で
記述する章である．近年，我が国における薬物問題への対応は変化を迎えつつある．その変
化のなかでダルクなどの民間団体がそれを担う重要なアクターとしてみなされつつある．
だが，薬物依存からの「回復」の意味内容やダルクの実践については追及しきれているとは
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言い切れず，この課題について取り組んでいく必要がある． 
 
第1章 ダルクとはいかなる場所なのか 
ダルクについて概説する章である．ダルクは 1985年に東京・日暮里に第 1号の施設が開
設されており，薬物依存者の「回復」を支援する貴重な場となってきた．ダルクにおける薬
物依存からの「回復」は，薬物依存になったために破たんした人生からの脱出，新たな人生
の再構成を意味するものである．ダルクにおける薬物依存からの「回復」のためのプログラ
ムは薬物依存者によって運営されるセルフヘルプ・グループである NA（Narcotics 
Anonymous）における 12ステップ・プログラムをもとに構成されている．他方で，ダルク
が事業運営をする上で課題は少なくない（法人化による事務手続きの増大，司法との連携，
重複障害・重複依存をもつ利用者への対応，ダルク退所後の問題）．そのような中で，ダル
ク在所者は「回復」を紡ぎだそうとしている． 
 
第2章 薬物使用における〈止める‐プロセス〉の検討 
 本章は先行研究レビューを行う章である．①で記述した通り，本論は〈止める‐プロセス〉
を焦点にした薬物問題の社会学として位置づけられる．なお，〈使う‐原因〉は薬物使用に
至る構造的な要因に言及する研究（アノミー論など），〈使う‐プロセス〉は薬物使用に至る
までの過程に言及する研究（学習理論・ラベリング理論など），〈止める‐原因〉は薬物使用
を止めるに至る構造的要因に言及する研究（ライフコース論など），〈止める‐プロセス〉は
薬物使用を止めるに至る過程に言及する研究（ナラティヴ・クリミノロジーなど）となる． 
 〈止める‐プロセス〉研究では，薬物依存当事者の視点に立ち，その「回復」を記述する
ことが重要になる．その上で，重要な視点はその当事者の語り narrativeである（特に本論
では「病いの語り illness narrative」に関する研究）． ダルクメンバーは語りを通じて薬物
依存という経験を自分の人生に組み込み，そして意味を付与していくのである．それこそが
まさにダルクで言われる「回復」なのである．そのために，ダルクメンバーがいかにして自
身の「回復」を紡ぎ出すのかについての検討が必要になる【第 6章・第 7章・第 8章】．ま
た，ダルクは薬物依存からの「回復」における臨床の場としても位置付けられる．そのよう
な臨床の場において，いかなることが起きているのかについても検討を行う【第 4章・第 5
章・第 9章】．  
 
第3章 調査概要 
筆者は共同研究の一環として 2011年 4月より Xダルクや Yダルクにおいて参与観察や
インタビューなどの調査を行ってきた．Xダルクは大都市圏に位置し，比較的古くに創設さ
れたダルクである．また Yダルクは Xダルクの支部として発足し，近年に独立した．Xダ
ルクと Y ダルクは創成期のダルクのあり方を運営の基本ベースとしており，ダルクにおけ
る薬物依存からの「回復」について検討していく上でも重要な場である． 
主なインタビュー対象者は 2017年 4月時点で 31名（インタビュー開始時に入寮者であ
った方，スタッフであった方）であり，6名の調査者がそれぞれ担当を分担してインタビュ
ー調査にあたっている．そのうち筆者が主として担当させていただいたのは，メンバーGさ
ん，Hさん，Jさん，Lさん，Sさん，Vさん，スタッフ cさん，dさんである．なお，こ
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の調査はインタビュー調査を中心に行ったが，それだけでなくミーティングなどのプログ
ラム，レクリエーション活動，ボランティア活動，余暇活動などに関しても，参与観察調査
を行っている．  
 
第4章 「回復」にむけた一契機としての「スリップ」 
ダルク在所者の手記を見る限り，「回復」に向けた契機のひとつに「スリップ」という出来
事の経験を挙げる人がいた．スリップとは「薬物を再使用すること」を示すダルクのジャー
ゴンである．先行研究においても，薬物依存からの「回復」においてスリップが与える影響
について言及されているが，本章ではスリップを経験した在所者の語りからどのような影
響があるのかについて分析・考察することを目的とした． 
 分析の結果，スリップを通じて，自らを「薬物依存者」であることを認識し，ダルクのメ
ンバーシップを再確認する契機になることが考察された．だが，「仲間」との絆に代表され
る社会関係の形成と薬物依存からの「回復」との関係についての詳細な検討は次章以降の課
題になる． 
 
第5章 「回復」と「仲間」――ダルクにおける生活を通した「欲求」の解消 
前章を受けて，本章では薬物依存者が依存薬物使用への「欲求」を解消していく実践がダ
ルクでの生活の中で営まれていく様子と，それが可能になるための条件を明らかにする．そ
の上で本章では以下の 3 つを検討課題とする．第 1 に，ダルクメンバーは日常生活の中で
いかなる「欲求」解消実践を行っているのかということである．第 2に，日常生活をともに
する「仲間」がダルクメンバーの「欲求」解消実践にもたらす影響である．第 3に，「仲間」
の存在が日常生活におけるメンバーの「回復」実践につながる際の条件である． 
分析の結果は以下のようになる．第 1 に，ダルクメンバーは日常生活の出来事をもとに
突発的に生じる依存薬物の使用の「欲求」に対して，ミーティングで「欲求」について話す
だけでなく，屋上にあるサンドバッグを殴る，スリップから縁遠い「仲間」のそばにいる，
日々の生活の中で「欲求」についての冗談や愚痴を言って発散するなどの，多様な解消実践
を行っていた．第 2に，それらの「欲求」解消実践は，「欲求」に苦しんでいる自分を受け
止めてくれる「仲間」の側にいることによって，達成されているものであった．第 3に，そ
うした「欲求」解消実践やサポーティヴな「仲間」関係が成立する条件として，ダルクや「仲
間」が薬物の再使用（再飲酒）や犯罪などにかかわらず，メンバーを無条件に受容するとイ
メージされる環境であるという条件が浮かび上がった． 
 
第6章 「回復」のプロットとしての「今日一日」 
第 4 章および第 5 章において，ダルクメンバーがダルクにおけるメンバーシップを認識
する過程とその後において「仲間」との交流のなかで「回復」を紡いでいく様相を明らかに
した．それではダルクメンバーは「薬物依存者」と自身を位置付けたのちにどのように生活
を送り，それを物語るのであろうか．そこで，本章ではダルクのスローガンとなっている
「JUST FOR TODAY（今日一日）」（以下，「今日一日」）という「時間の感覚」に焦点
をおいて薬物依存からの「回復」について考察を試みた． 
分析の結果，第 1に「今日一日」をもとに生活することにより，「どうにもならない過去」
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や「どうなるかわからない未来」に対する不安を軽減し，「今日一日クスリを止めている」
という現在に繋がったこと，第 2に「今日一日クスリを止めている」という現在の積み重ね
により「過去」から「現在」，「現在」から「未来」という時間の流れを取り戻したこと，第
3にダルクという空間外でも「今日一日」のもとで「回復」を語る可能性を持つこと，以上
の 3点を明らかにした． 
 
第7章 「回復」における「棚卸し」と「埋め合わせ」 
本章では「棚卸し」と「埋め合わせ」と言われる実践に着目して考察する．「棚卸し」と
は過去に他者に対して与えた迷惑などを含むものから自身の「性格上の欠点」や「短所」に
ついて，「もう一人の人」（他者）の協力を得ながら把握する行為である．「埋め合わせ」と
は「性格上の欠点」や「短所」がゆえに傷つけた人々に対して，その人が置かれている状況
に配慮しながらも直接謝罪するなどの「埋め合わせ」を行うことである． 
「棚卸し」と「埋め合わせ」はダルクにおける薬物依存からの「回復」に向けて重要なも
のになる．他方で，先行研究からも示唆されるように「棚卸し」と「埋め合わせ」は「回復」
の語りの展開が困難になる可能性がある．それゆえに，本章では以下のことを検討する．第
1に「棚卸し」と「埋め合わせ」が「回復」の語りにどのような影響を及ぼすのかという点
である．第 2に「棚卸し」と「埋め合わせ」を行ったメンバーがいかなる時に「回復」の語
りの展開が困難になるのかという点である．第 3に「棚卸し」と「埋め合わせ」を行ったメ
ンバーがいかにして「回復」の語りを紡ぎつづけるのかという点である．  
分析の結果，第 1に「棚卸し」と「埋め合わせ」を通じて薬物依存以前という「過去」と
「現在」をつなぎ合わせていたことが示された．第 2に「『棚卸し』と『埋め合わせ』によ
る具合の悪化」，「自身の欠点や短所によって生き延びてきた」，「『埋め合わせ』を行う人物
へ接触不可能」，「自分を傷つけた人物に『埋め合わせ』を行う必要」，「『埋め合わせ』を行
うべきであるが，『責任』を感じられない」などの理由からダルクメンバーの「回復」の語
りの展開が困難になる可能性が示された．第 3 にスポンサーと呼ばれる聞き手が重要視さ
れており，そのスポンサーとの間で「棚卸し」を調整・修正し，「埋め合わせ」に繋げてい
ることが示された． 
 
第8章 ダルクヴェテランスタッフの「回復」 
本章ではこれまでに言及されることが少なかったヴェテランスタッフの「回復」に焦点を
おいた上で，その意味世界について記述し，考察する．ダルク在所者の「回復」観を検討し
た先行研究を参照した上で検討課題を設定すると以下のようになる．第 1 に，スタッフは
いかにして「欲求消退」や「社会的自立」といった「回復」観を手放しているのであろうか
（もしくは手放してはいないのか），という点である．第 2に，スタッフはいかにして「自
己肯定」や「他者共生」といった「回復」観を維持しているのであろうか（もしくは「維持」
していないのか），という点である．以上の 2 点に関して，c スタッフへのインタビュー調
査をもとに考察する． 
分析の結果，第一に cさんにとって「欲求消退」と「社会的自立」は手放された「回復」
観であった（セカンドアディクションに関するエピソード，いまの自分の「回復」に自信が
ないというエピソードなど）．第二に cさんにとって「自己肯定」と「他者共生」は維持さ
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れた「回復」観であった（スタッフとしての活動に関するエピソード，家族とのエピソード
など）。また，特に「自己肯定」を維持する上で，支援における「専門性」について考察す
る必要が示唆された． 
 
第9章 薬物依存からの「回復」を巡るコンフリクト 
これまでの章において薬物依存からの「回復」のリアリティについて記述してきた．他方
で，ダルクメンバーの「回復」を巡る困難についても垣間見えた．そのため，本章では「回
復」を巡る困難について考察する．具体的に言えば，第 1にダルクメンバーは「回復」を巡
ってどのような困難に遭遇し，それをどのようなものと認識しているのか，第 2 にダルク
メンバーはその困難をどのように乗り越えようとするのか，第 3にその困難と「回復」はい
かなる関係にあるのか，以上の 3点を念頭におき Gさんの語りをもとに分析する．  
 分析の結果，Gさんはダルクでの日々の中で「回復」を巡り，様々なコンフリクト（「仲
間」との距離感、将来にむけた希望などを巡る）を経験していたことがわかった．これらの
コンフリクトは Yダルクでの生活を通じて生じたものと言えるが，他方で Yダルクでの生
活を通じて解消されてきた．G さんが語っていたようにダルクのプログラムを実践し続け
ることなどを駆使して困難状況を乗り越えようとしていた． 
  
終章 「回復」を支える社会のあり方 
 第 4 章から第 8 章にかけておいて，ダルクメンバーの「回復」のリアリティおよびダル
クの実践について記述してきた．他方で，第 9章では「回復」を巡るコンフリクトの存在を
示唆した．「回復」について考察していく上で，このコンフリクトへの対応について考察す
る必要がある． 
それに対していかにして社会学的に考察できるだろうか．まず，ダルク以外の言説空間
（認知行動療法などの医療的な介入法など）から「回復」を紡ぎやすくするための物語資源
をより多くするという考えがある．しかし，そのような物語資源を用いた自分でどうにかし
．．．．．．．．
て生きていく
．．．．．．
という感覚の中で紡がれた「回復」だけでなく，ダルクにおいて流通している
自分は何かによって生かされている
．．．．．．．．．．．．．．．．
という感覚の中で紡がれた「回復」だけでも承認される
ような社会構想が必要になろう． 
 
補論 ダルクメンバーのライフストーリー 
博士論文における補論として，ダルクメンバーのライフヒストリーを記述する．本論にお
いて，ダルクメンバーの「回復」は実に多様であることを描いてきた．ここでは筆者が中心
にインタビューに関わってきた Gさん，Hさん，Lさん，cさんのライフヒストリーを記述
する．論文化することによって漏れ落ちてしまう「回復」の多様性やそのリアリティについ
て，呈示することが本章の狙いである． 
 
